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「実りの秋」
暑かった今年の夏。１０月に近づいたこの頃、ようやく夏が終わろう

としています。これからは「実りの秋」、これまでやってきたことが実
を結び、バスケも大変うまくなり、勉強も前期の結果がでていることで
しょう。さて、ミニは後期の活動に入ります。前期は、いろんな大会や
ゲームに臨み、たくさん勉強になったことだと思います。後期は、それ

を肥料にし、大きく成長
してくれることを願って
います。
次をがんばればいいや

などと甘い考えではいつ
までも上達はありません。
負けたら「くやしい」と
感じること、勝ったら「う
れしい」と心から喜べる
ことが大切です。さらに、
コーチから言われなくて
も、何ができなかったか、
何ができたのか、毎回の
試合でわかることも大切
です。みんな一人一人の
心構えが鍵をにぎってい
ます。

体育館使用のマナーを見直そう
バスケにルールやマナーがあるように、ふだんの練習や試合でも気をつけなければ

ならないことがあります。まず、体育館を使う時は、私たちをふくめてたくさんの人
たちが使う場所であるということを忘れてはいけません。使う人が気持ちよく利用で
きるように、今一度、体育館使用のマナーを思い起こしてほしいですね。
体育館使用のマナーではありませんが、あいさつもしっかり
できるようにしたいですね。どんな時もまわりのことを考え
て行動できなければ、いいプレイヤー、いいチームにはなれませ
ん。


